
　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、詳しくは各
問合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細はWeb版に掲載
しております。ぜひご覧ください。http://www.manabinome.com/

「学び」イベント情報 募集中!!

掲載料は無料です。

研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！
研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

トワイライトサロン 
「天文台長土佐誠の宇宙が身近になる話」

講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）他
仙台市天文台　オープンスペース

17:00 

▲

 17:45

T el   022-391-1300 仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

毎週土曜日

第46回 名著への旅

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第45号／発行日2019年7月5日
企画・編集　「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付　電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

2019年10月5日発行予定
おじゃまします
学びの庭に

川又進　佐藤曜　菅野麻実　三上志穂「まなびのめ」編集部

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙は責任をもって管理された森林から作られたFSC®認証紙を使用し、
インキは環境にやさしい植物油インキを使用しています。

  

 ⓒ笹氣出版印刷株式会社　無断で複写、複製、転載することを禁じます。

TAKE FREE 無料
ご自由にお持ち帰りください。

図書カード懸賞付
クイズあります

詳しくは中面へ

おじゃまします
学びの庭に

本当に良くできている免疫のしくみ

森本　素子 先生
宮城大学 食産業学群 教授
［動物免疫学］

研究者としてがん免疫療法に挑む

海老名　卓三郎 先生
公益財団法人 仙台微生物研究所 代表理事
［免疫学・腫瘍学・微生物学］

45第 号2019. 7
季刊誌

これからの主な「学び」イベント39件掲載！
「学び」イベントに行ってきました
名著への旅

Voice Park

『バッタを倒しにアフリカへ』
（前野 ウルド 浩太郎）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

名著への旅

　バッタの大発生による農業被害を食い止め、多くの「ポスドク」
の中からほんの一握り（著者曰く一摘み）の昆虫学者になるため、
アフリカ・モーリタニアへ向かった若手博士の奮闘記である。
　著者は幼いころから「バッタに食べられたい」という夢を持ち、
ファーブルに憧れて昆虫学者への道を歩み始め、博士号を取得。
ポスドク（博士号取得後、任期制の職に就く研究者）たちのイス取
りゲームで勝利し、任期なしの正規職として研究機関等に就職して
生活するためのお金を稼ぎつつ、存分に研究したい。このイス取り
ゲームの勝敗のカギとなるのが論文である。新発見をすれば論文
を出せる。論文が無ければ研究者の就職では相手にもされない。
　著者の研究対象であるサバクトビバッタはアフリカで大発生して
深刻な飢饉を引き起こしてきた。しかし、バッタに関する論文は1
万報を超えるものの、サバクトビバッタの野外観察はほとんど行わ
れて来ず、野外での生態が未だ解明されていないと知る。そこで
新発見のチャンスに賭けて実験室を飛び出し、バッタの本場へ乗り
込み、自然に翻弄される。
　研究者として正規の職を得ることの難しさが著者の体験を通じて
分かりやすく描かれている。苦境に陥った時の発想力や、人間関係
構築の技は参考にできる部分があるかもしれない。何よりもとにか
く、バッタへの愛と熱意が伝わってくる。読後には爽快感が味わえ
るだろう。                                                                     （志）

オブザーバー：笹氣義幸　寺田征也（明星大学)　佐々木隼相（東北大学大学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　                             協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

次 号
テーマ   ：「メディアとつきあう」「メディアとつきあう」

免疫

『バッタを倒しに
　 　　　　アフリカへ』
前野 ウルド 浩太郎 著
光文社新書

（2017年5月20日初版発行）

発行／
http://www.manabinome.com/

Web版Web版
随時更新中！随時更新中！ まなびのめ

QRコードから
アクセス！

お問い合わせ
022-288-5555
sasaki@sasappa.co.jp

お問い合わせ
022-288-5555
sasaki@sasappa.co.jp

笹氣出版印刷株式会社では毎年「文字・活字文化の日」にちなみ、
皆様に広く文字・活字や印刷のことにふれていただけるイベントを開
催しております。今年も下記日程で開催しますので、ぜひ奮ってご参
加ください。

日程：2019年 10 月 18日（金）・19日（土）
                  9：30～ 16：00
場所：笹氣出版印刷株式会社

入場
無料

開催のお知らせ開催のお知らせ

15

7
JUL

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

〜8月18日 （日） 企画展「夏を彩る 藍色のれん 
—芹沢銈介作品より—」

東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館 （入館は16：30まで）

10:00 

▲

 17:00

T el   022-717-3318 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館
https://www.tfu.ac.jp/kogeikan/

場　所

主催者

URL

問合先

7月12日 （金）〜9月  1日 （日）  企画展「戦国の伊達氏—稙宗
（たねむね）から政宗へ」
※前後期展示替あり

仙台市博物館 （入館は 16:15 まで）

9:00 

▲

 16:45

T el   022-225-3074 仙台市博物館
https://www.city.sendai.jp/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

7月19日 （金） ワイズメンズクラブ国際協会　
一般公開講演会「復興と防災の未来」
講　師　村井　嘉浩（宮城県知事）ほか

仙台国際センター大ホール 200 名

14:40 

▲

 17:30

T el   022-232-8051 ワイズメンズクラブ国際協会・アジア太平洋地域
場　所

主催者 問合先

定　員

7月20日 （土） サテライトキャンパス公開講座：いつまで
も快適に見るために！—緑内障を中心に—
講　師　門屋　講司（東北文化学園大学医療福祉学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 80 名

10:30 

▲

 12:00

T el   022-233-3451 学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月20日 （土） サテライトキャンパス公開講座：マルチ人
間大槻文彦の諸相　1．仙台藩士 大槻文彦
講　師　後藤　斉（東北大学大学院文学研究科・文学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 80 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-795-4933 学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月20日 （土） まちなか美術講座
「東北ゆかりの日本画家　平福百穂」
講　師　菅野　仁美（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール 120 名

13:30 

▲

 15:00

T el   022-221-2111 宮城県美術館・東北工業大学
http://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月20日 （土） 仙台白百合女子大学 2019 年度第 32 回公開講座
「日本のキリスト教受容の諸相をふりかえって」
講　師　川村　信三（上智大学文学部教授）

仙台白百合女子大学 1 号館 2 階 123 室 100 名

13:30 

▲

 15:30

T el   022-374-5090 仙台白百合女子大学カトリック研究所　図書館・地域貢献研究センター
http://sendai-shirayuri.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月24日 （水） ろうさい医イはなし
「女性の一生と産婦人科診療」
講　師　星合　昊（東北労災病院産婦人科部長）

東北労災病院 1 階　待合ホール

13:30 

▲

 14:15

T el   022-275-1467 東北労災病院地域医療連携室
https://www.tohokuh.johas.go.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

9
SEP 復興大学県民講座　復興の政治学：政治

と科学をもういちど考える
講　師　片山　文雄（東北工業大学教職課程センター准教授）

東北工業大学 八木山キャンパス 133 教室

13:30 

▲

 14:30

T el   022-305-3818 学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月14日 （土） 復興大学県民講座　復興の科学技術：放射能に汚染
した環境からの内部被ばくとその線量評価について
講　師　梅田　健太郎（東北工業大学共通教育センター教授）

東北工業大学 八木山キャンパス 133 教室

14:45 

▲

 15:45

T el   022-305-3818 学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月14日 （土） 復興大学県民講座　復興の科学技術：放射性ヨウ素、放射性セシウ
ムによる内部被ばくの線量評価例と放射性核種の体内除去について
講　師　梅田　健太郎（東北工業大学共通教育センター教授）

東北工業大学 八木山キャンパス 133 教室

16:00 

▲

 17:00

T el   022-305-3818 学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月15日 （日） 仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科公開サイエンス
講座　2019 年度　第 2 回「地球 vs 宇宙 〜海と火山〜」
講　師　東北大学大学院理学研究科地球物理学専攻のみなさん

仙台市天文台加藤・小坂ホール なし（開催中自由に出入りできます）

12:00 

▲

 17:00

T el   022-391-1300 東北大学大学院理学研究科・仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

9月18日 （水） 第 168 回サイエンスカフェ：がんを免疫
で治す
講　師　張替　秀郎（東北大学大学院医学系研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階 オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-5132 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月20日 （金） 第 60 回リベラルアーツサロン：取扱い
注意な生物多様性
講　師　千葉　聡（東北大学東北アジア研究センター教授）

せんだいメディアテーク　1 階 オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-5132 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月21日 （土） 宮城大学公開講座第 6 回：なくしたい！こどもの
事故　〜こどもを守るためにおとなにできること〜
講　師　三上　千佳子（宮城大学看護学群講師）

SS30　8 階　第 2 会議室 A 30 名

10:00 

▲

 11:30

T el   022-377-8319 宮城大学
http://www.myu.ac.jp/research/news/201949/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

9月28日 （土） 復興大学県民講座　復興の思想：災害と
人間の心理
講　師　邑本　俊亮（東北大学災害科学国際研究所教授）

東北工業大学 八木山キャンパス 133 教室

13:30 

▲

 14:30

T el   022-305-3818 学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月28日 （土） 復興大学県民講座　復興の思想：将来へ
備える 〜私たち一人一人ができること〜
講　師　邑本　俊亮（東北大学災害科学国際研究所教授）

東北工業大学 八木山キャンパス 133 教室

14:45 

▲

 15:45

T el   022-305-3818 学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月28日 （土） 復興大学県民講座　復興の社会学：津波
被災地の復興と人口移動
講　師　稲村  肇（東北工業大学名誉教授）

東北工業大学 八木山キャンパス 133 教室

16:00 

▲

 17:00

T el   022-305-3818 学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月14日 （土） 



おじゃまします
学びの庭に

「免疫力は高い方がいい」というイメージがありますが、そもそも「免疫」ってどういうものだろう。
ということで、そもそものお話も含め、獣医師として動物免疫学の研究をされている宮城大学・森本素子先生に伺いました。
すると、研究者としてのあゆみにも興味を惹かれるお話となりました。

本当に良くできている免疫のしくみ
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2019年8月31日　当日消印有効

懸賞懸賞

Q.1  小腸の粘膜の上皮細胞はどれくらいの期間で全て入れ替わる？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。海老名卓三郎先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。海老名卓三郎先生の記事もご覧ください。

懸賞

 動物が大好きなのにアレルギーだった
　宮城大学に食品系の学部が設立された 2005 年から勤務し、
畜産に関わる研究をしています。実験室でマウスを使い、免疫・
感染症・寄生虫などについて調べることが多いのですが、家畜
の生育や病氣の予防に役立つ研究も行っていて、飼育現場の訪
問調査も欠かせません。現在は放牧されている牛の糞を集めて
分析する研究に取り組んでおり、家畜だけでなく自分の体力と
健康にも強い関心を持っています（笑）。
　私は子どもの時から、植物も含めて生き物が大好きでした。
ところが動物アレルギーがあってぜんそくがひどく、猫を拾っ
てきては親に叱られるようなことを繰り返していたのです。体
調不良で学校を休んだ日は読書に没頭し、「大人になったら作
家になりたい」と夢見ていました。
　小学校 5 年生のある時、将来の職業を考える授業で同級生
が言った「獣医さんになりたい」との考えに、動物の言葉がわ
かる獣医師の物語『ドリトル先生』に魅了されていた私は、そ
の場で志望を変更しました（笑）。 「たとえ家で猫を飼えなく
ても、獣医になれば動物に毎日会える」と思ったのです。
　しかし私は、算数や理科の勉強が苦手でした。中学生になっ
て具体的に進路を考え始め、地元だった大阪府立大の獣医学科
を調べたところ、入試科目は数学・物理・化学。これはダメだ

と思いましたが、中学高校と猛勉強を重ねた結果、先生方にも
恵まれて合格することができました。まだ深夜と言える時間か
ら起きて、数学や理科と格闘した中学 3 年から高校にかけて
は「死ぬほど勉強した」と言い切ることができます（笑）。
　私は牛などの大動物を研究し、獣医師として途上国で社会に
貢献したいと思っていました。ところが大学に入ってみると、
当時の獣医学科は典型的な「男の世界」だったのです。研究は
面白く、臨床ではなく研究職もいいなと思うようになったので
すが、どちらも女子の求人はほとんどありませんでした。
　女子が受験可能な就職先は、ほぼ公的機関のみ。ようやく大
阪府の公衆衛生研究所に決まりましたが、何と対象は動物では
なくヒト、しかもその頃大きな問題になっていた感染症エイズ
に関する研究でした。
　エイズは HIV ウイルスに感染することで発症する病氣で、
当時は死亡率が高いことで非常に恐れられていました。一方で
感染力は比較的弱く、感染経路も限られています。採用初日、
府知事から辞令を受け取ったその足で研究所に行くと、スーツ
姿の上から頭まで覆う感染予防用の完全防護服を着せられて、
さっそく実験室に案内されました。

 エイズの研究を通して免疫を学び直す日々
　エイズは「後天性免疫不全症候群」とも呼ばれます。感染す
ると免疫機能が大きく低下し、他の感染症や疾患にかかって重
症化するおそれのある病氣です。それでは免疫とは何でしょ
う？　元々は、ある病原体に感染して回復した経験があると、
同じ病氣にかかりにくくなったり、かかっても軽い症状で済む
ことを指す言葉でした。体に侵入したウイルスや寄生虫を認識
し、攻撃したり体外に出したりするしくみと考えれば分かりや
すいでしょう。予防接種を行い「ワクチンで人工的に免疫をつ
くる」と言う場合も、この意味で使います。
　しかし研究が進んだ現在では、免疫が必ずしもプラスの働き
をするとは限らないことが分かっています。免疫が過剰に機能
してアレルギーを引き起こしたり、臓器移植の治療で拒絶反応
が起きたりするのがその例です。そこで相手が病原体でなくて
も「自分と自分以外を区別し、自分以外を排除するしくみ」を、
広く免疫と呼ぶようになりました。
　ところがそもそも私たちは、「自分以外」である食物を体に
入れ、栄養素を取り入れることで生きています。そして「自分
だった物質」も、老廃物や不要物として外に出さざるを得ませ

ん。私たちは何十年も生き続けることができますが、体は何
十兆個もの細胞からできていて、栄養素を得て細胞分裂を繰り
返す一方、一部を排出しながら「自分」を保っているのです。
食物から栄養素を吸収する小腸の場合、粘膜の上皮細胞はわず
か 4 日ほどで全てが入れ替わると言われています。
　何が自分で何が自分ではないのか。何を取り入れ、何を攻撃
し、何を体外に出すのか。私たちの体は休むことなくその判断
を繰り返し、実行しています。生命現象を分子のレベルで解明
する分子生物学や、細胞の働きを決定する遺伝子の研究が進ん
だことで、免疫の研究も大きく進展しました。1987 年にノー
ベル生理学・医学賞を受賞した利根川進氏は、これらの新しい
技術を駆使して成果を挙げた代表的存在です。
　獣医師を目指していた私は、研究で人間を扱うことになると
は全く思っていませんでした。エイズを研究していた大阪府立
公衆衛生研究所時代は、免疫や感染症について学び直す日々で
もあったのです。感染の広がりを抑え、患者を治療するための
研究はやりがいがあり、国が力を入れていたことから施設や予
算などの環境も充実していました。
　HIV ウイルスの遺伝子診断や抗 HIV 薬の開発に携わり、論
文が認められて大阪大学の微生物病研究所で医学の博士号を取
得しました。公衆衛生研究所で 8 年間勤務した後も、免疫や
感染症の研究者としての道を歩むことになったのです。
　現在では様々な治療薬も開発され、エイズはかつてのような

「死の病」ではなくなりました。しかし完全に克服されたわけで
はありません。むしろ日本は先進国の中では新たに発症する人
の数が多く、宮城は東北 6 県の中でもっとも HIV 感染者の割合
が高いです。感染経路はほとんどが性交渉ですから、もっと学
校で性感染症の正しい予防法を教えてほしいと願っています。

 「免疫力を高める食品」には要注意
　公衆衛生研究所から国内の大学、そして米国の獣医学系研究
室に移った後は、動物の感染症を主なテーマにしてきました。
個体、臓器、細胞、分子など様々なレベルで感染や免疫につい
て調べ、予防や治療につなげます。
　病原体に対抗する免疫の主役は、主に血液中の白血球です。
白血球にも色々な種類があり、好中球やマクロファージは病原
体を食べてしまうことで、リンパ球は病原体に感染した細胞ご
と殺したり、病原体を攻撃する「抗体」を作ることで戦います。
　また一度侵入した病原体を覚えておいて、次に入ってきた時

にはより素早く、より強く対抗できるよう備えます。これを免
疫記憶と言い、予防接種はその応用です。免疫のこうしたしく
みはヒトも動物も共通で、本当に良くできていると感心する他
はありません。
　現在私は、細菌やウイルスのように細胞内に侵入する病原体
ではなく、消化器官などに共生する寄生虫に対する免疫応答を
研究しています。寄生虫は「氣持ち悪い」と思われがちですが、
細菌やウイルスと違って寄生した相手を死なせることはほとん
どないし、大きくてよく見えるから研究しやすいという良いと
ころもあるのです（笑）。
　免疫学・分子生物学・遺伝学はこの 20 年ほどで大きく進歩
し、実際の医療にも応用が広がっています。実は私もその恩恵
を受けていて、猫を飼うという子ども時代の夢を、アレルギー
を抑える薬を服用することでかなえることができました（笑）。
　今の高校の生物の教科書には、エイズや自己免疫疾患も取り
上げられています。一方、テレビやネットに「これを食べると
免疫力が高まる」といった表現があふれていることは憂慮して
います。免疫機能にはプラス面もマイナス面もある上、食生活
の偏りは明らかに健康を害するからです。先日もテレビに向
かって、思わず「それは言い過ぎ」と言っていました（笑）。
　バランスの取れた食生活は、免疫機能を良い意味で高めます。
病氣にかかりにくくなり、加齢による心身の衰えをやわらげる
のです。就寝・起床・食事などの時間をできるだけ一定にし、
生活のリズムを整えることで免疫系や神経系がよく働くように
なることは、研究で裏付けられています。
　皆さんも体が本来持っている健康を維持するしくみを十分に
生かせるよう、規則正しい生活を心がけてください。私自身も
多忙を言い訳にせず、休息をしっかり取るなどして健康を保ち、
研究と教育に努め続けたいと思っています。

（取材＝2019年5月10日／宮城大学太白キャンパス　北研究棟2階　森本研究室にて）

宮城大学 食産業学群 教授
専門＝動物免疫学
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メリーランド大学医学部などで研究員を務める。2005 年、宮城大学食産業学部（当時）
に講師として着任。准教授を経て、2010 年より現職。



療を行われた苦い経験から、
現在は厳しいコントロール
を加えています。もちろん
私の希望はこの療法が広く
認められ、保険も適用され
て多くの患者さんを救うこ
とです。
　私は今、「統合医学」を提
唱しています。西洋医学と
漢方医学の統合という意味
ですが、それ以上に患者さんの心を大切にする医療という意味
で使っています。西洋医学は病氣を、漢方医学は症状を見ます
が、私は患者さんの QOL（生活の質）をこそ大切にしたいの
です。がん治療でも、がん細胞を完全に消してしまうことがで
きないのであれば、むしろ共生して充実した人生を送るよう発
想を転換するべきではないでしょうか。免疫について、がんの
免疫療法について、また統合医学について詳しくお知りになり
たい方は、私の近著『がんと共生して長生きする最新免疫治療』
をお読みいただければ幸いです。

（取材＝2019年5月20日／仙台微生物研究所　代表理事室にて）

おじゃまします
学びの庭に

研究者としてのあゆみのお話はとても興味を惹かれますね。
というわけで、大学や研究所で長年研究を続けている仙台微生物研究所・海老名卓三郎先生からも、
長年の研究のあゆみのお話から、たどりついた「免疫療法」についてまで、存分にお話を伺いました。

研究者としてがん免疫療法に挑む
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞

Q.2   海老名先生が開発した免疫療法で用いる細胞の名前は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。森本素子先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。森本素子先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2019年8月31日　当日消印有効

 小学生のとき志賀潔先生に面会
　私は母校である東北大学で研究生活を始め、宮城県立がんセ
ンター、東北福祉大学に勤務しました。78 歳の現在も、仙台
微生物研究所の代表として研究を続けつつ、クリニックで主に
がんの患者さんの治療にあたっています。
　私の父、田山利三郎は東北大学理学部の教授で、海洋地質学
者でした。珊瑚礁の研究で業績を残しましたが、1952 年、伊
豆諸島南部の明神礁の調査中に火山噴火に遭い、55 歳で亡く
なりました。私は 6 人きょうだいの 5 番目で、当時は小学校
5 年生です。高校の教員だった母は、私たちを養うだけの収入
を得ようと、苦労して法務職に転じました。奨学金のお世話に
もなりましたが、今の私があるのは母のおかげです。
　私は仙台市の生まれで、東北大学教育学部の附属小・中学校
に通いました。父の仕事もあって子どもの時から研究職を志し
ていましたが、目標は医学でした。大学生だった兄が、病氣で
休学を余儀なくされた経験もきっかけの一つです。しかし氣持
ちを固めたのは、父を失う少し前に、志賀潔先生にお会いする
機会を得た時でした。
　志賀先生は赤痢の病原菌を突き止め、その後も免疫学や化学
療法の分野で世界をリードした大研究者です。晩年は出身地で
ある仙台にお住まいで、そのお孫さんと私は小学校の同級生で
した。学校からのお願いがかない、担任とクラスの代表数名で
ご自宅にうかがわせていただき、大変感激しました。自分も研
究者になって、新しい治療法を見出そうと決意したのです。
　中学時代には、これも偶然から日沼頼夫先生にお会いしてい
ます。後にウイルス学者として成人 T 細胞白血病ウイルスの
発見でノーベル賞を期待されながら、惜しくも受賞に恵まれな
かった方です。当時は東北大学大学院を修了なさったばかり 
で、私が研究生活に入ったときに再会し、同じ研究室で薫陶を
受けることになります。
　高校時代は勉学……ではなく、仙台二高でバレーボールに熱
中しました（笑）。当時は県内の強豪校です。1 年生から試合
に出て新人戦で優勝し、キャプテンになって 2 年、3 年と連
続でインターハイに出場しました。今でも良い思い出です。

 ウイルス・染色体からがん治療・免疫学へ
　東北大学医学部に入学し、2 年次からは尊敬する石田名香雄
先生の授業が始まりました。先生は助教授でいらした当時から

細菌学の世界的権威で、東北大学で教授、医学部長、学長を歴
任された方です。先生の講義と実習に、私は全力で取り組みま
した。医学研究を志した以上は、世界的な先生の下で、世界に
通じる仕事をしたかったからです。幸い、早くも医学部 3 年
次で研究室からお声がけをいただき、夏休みや冬休みにはお手
伝いをさせていただくことができました。
　石田先生の研究室は「細菌学」を掲げていますが、ウイルス
の研究も行っていました。細菌は単細胞生物で顕微鏡により見
られますが、さらに小さく細胞を持たないウイルスは電子顕微
鏡でなければ見えません。先生は 1953 年、新種を発見してセ
ンダイウイルスと名付け、これが後に B 型肝炎ウイルスの研究
に大きく寄与します。私の最初の研究対象もウイルスでした。
　大学院に進んだ当時、石田研究室には先生を慕う研究者が全
国から集まり、その数は 60 名にも上っていました。出身も医
学部に限らず、理学部、農学部、薬学部と多彩で、院生同士の
議論が非常に活発でした。多様なものの見方、考え方に触れる
ことで、私は研究において、何が分かっていないかを知って新
しいものを見出す「知らずを知る」の大切さを学んだのです。
　研究室には石田先生に代わって院生を指導する方が何人かお
られ、私は本間守男先生につくことになりました。私の院生時
代に助教授になられ、山形大学と神戸大学で教授を務められま
す。石田先生が発見したセンダイウイルスの研究を引き継ぎ、
細胞遺伝学の分野に大きく貢献なさいました。
　この本間先生が本当に厳しくて……（笑）。何度も怒られてや
めてしまう人がいたほどですが、私は認められるまで頑張りま
した。「お前は染色体をやれ」と言われ、まだ本格的な研究が
始まったばかりだった染色体に挑みます。苦労しましたが、こ
の院生時代に書いた『感染と染色体異常』という本は、名誉な
ことに石田先生との共著として発行され、広く読まれることに
なりました。
　大学院修了後は米国ペンシルバニア大学のウイスター研究所
に留学し、東北大学に戻ってからは、講師・助教授として、石
田先生の代わりに授業を受け持ちながら研究を続けました。石
田先生は研究対象を、細菌・ウイルスからがん治療・免疫学に
も広げ、私が学部生だった 1965 年には、仙台市内の土壌か
らネオカルチノスタチンという制癌性抗生物質を発見されてい
ます。ただし副作用が強く、現在は治療には使われていません。
私も関心をがん治療、中でも副作用が少ない免疫療法に移し、
宮城県立がんセンターに新設された研究所で、免疫学部長とし

て研究に専念することになりました。

 研究に基づきBAK療法を開発
　私が県立がんセンターに赴任した 1993 年当時、がんは既
にいろいろな治療法が発見されていました。健康保険が適用さ
れる標準療法も、抗がん剤の副作用や手術・放射線照射による
体への負担は、決して小さくありません。しかしがんは発症の
原因も部位も様々な上、転移や再発もあって、全てのがんを治
す決定的な治療法は今でもないのです。
　その一方、免疫療法が期待を集めていました。免疫とは自分
の体の組織と異物を区別し、異物を排除して体を守る働きのこ
とです。異物には体外から入ってきた細菌やウイルスのような

「外なる異物」と、ウイルスによって冒された細胞やがん細胞
のような「内なる異物」があります。これらを排除するのが、
免疫細胞である白血球です。
　この免疫力を高めて病氣への抵抗力を向上させたり、体が持
つ自然治癒力で病氣を治すのが免疫療法です。がんの場合、白
血球の機能を活性化したり数をふやしたりして、がん細胞の増
殖を抑えます。ただし標準療法に比べて研究が遅れたことから
今も発展途上にある上、「免疫療法」と称する科学的根拠のな
い治療が高額で行われていることも事実です。免疫細胞の研究
者である本庶佑氏が昨年ノーベル賞を受賞されたのは本当に喜
ばしいことですが、その成果であるがん治療薬オプジーボも、
残念ながら副作用と無縁ではありません。
　私が県立がんセンターで研究したのは、一般的な「キラー T 
細胞（CD8 陽性細胞）」ではなく、自ら発見した「CD56 陽
性細胞」を用いる免疫療法です。そして、血液がんには効果が
ないものの、固形がんに対しては標準療法や他の免疫療法に比
べて効果が高い上、副作用もない「BAK 療法」を開発しました。
多くの論文を発表し、独自技術に基づく免疫細胞の活性化では
特許も取得しています。しかし県立がんセンター在職中は環境
に恵まれなかったこともあって、実際に治療するまでには至り
ませんでした。
　65 歳で県立がんセンターを退任し、東北福祉大学の教授に
就任した際、研究と治療を行うために「免疫療法センター」と「仙
微研クリニック」を開設して代表者になりました。また、恩師
である石田先生が 1989 年に設立された「仙台微生物研究所」
の理事長職を、2007 年から受け継いでおります。
　「BAK 療法」は発表直後、私に無断で名乗られ、全く別の治

公益財団法人 仙台微生物研究所 代表理事
専門＝免疫学・腫瘍学・微生物学
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あわせて仙微研クリニック院長、免疫療法センター長となり、2007 年に財団法人仙台
微生物研究所理事長に就任。公益財団法人化にともない、2014 年より現職。1982 年
に日本科学技術映画祭優秀賞を、1992 年に国際感染症学会賞を受賞。著書に『がんと
共生して長生きする最新免疫治療』『科学者の心―セレンディピィティ』『頭は文明に 体
は野蛮に—海洋地質学者、父・田山利三郎の足跡』など。



このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要
参加体験記

　地域の歴史文化財探訪のサークルやサポーター養成講座が意外と
盛んな宮城野区に加え、ちょっと足を伸ばせば若林区にも大きな名
跡があります。
　今回は陸奥国分寺跡に新設されたガイダンス施設にお邪魔しての
ワークショップでした。近くには芭蕉の銘句「あやめ草　足に結ば
ん　草鞋の緒」の石碑も有ります。
　ここを知ったのは以前、雨宿りがてらに立ち寄りました。なかに
入って初めて国分寺や薬師堂の存在や変遷を知ったほど。てっきり
カフェスペースだと思って「温かいものでも一杯」と霧雨を避けな
がら斜めに入ったというのがきっかけでした。さしずめ芭蕉と曽良
が旅立ち前、笠を締めながら見上げた菖蒲の真新しい軒先がまさに
これでした。
　それはさておき、３回目の日程は「薬師堂の仏像と奥の細道景勝地」
ということで大変楽しみに参加いたしました。
　解説は仙台市文化財課の担当者の持ち回りで行われており、如来
や武神の観賞ポイントが事細かにスライドで説明され、手元の資料
と合わせ早足で進みました。が解説しきれないほどのボリュームに
押され仏像解説でこの日はタイムアップ。仏像への講師の熱の入れ
方に感服です。これは４回目の現地フィールドワークへ繋がれたよ
うです、当日は行けなかったので資料を片手に後日再度拝観しよう
と思っています。残勉！
　「奥の細道景勝の地」編は次回持ち越し？！　のようですが、又の
楽しみに待っている次第。
　五月雨の菖蒲の葉を葺く季節にお邪魔してみたいと密かに期待し
ています。
（ところで皆さんは、菖蒲の葉っぱを藁葺き屋根になぜ葺くのか？　
そして、こんな風流な宮城野の風習はご存じでしたか？　芭蕉は宿
借りした家主から頂戴した草鞋の藍色にかけてこの句を読んでいま
す。次回あれば又、解説レポートいたしますので皆さんも予想しな
がら歴史の碑に思いを馳せてお訪ねください。）
� （仙台市宮城野区　zilch artifact）

■「木ノ下の歴史と文化財」史跡陸奥国分寺・尼寺跡ボランティア
ガイド養成講座

主催・講師：仙台市文化財課
2019年 2月 16日（土）～ 3月 6日（水）　13:30 ～（全 4回）　陸奥国分寺跡ガイダンス施設会議室

■東京藝術大学スーパークローン文化財展
　「最先端技術でよみがえるシルクロード　
　                  ―法隆寺・敦煌莫高窟・バーミヤン―」
2019年 4月 19日（金）～ 6月 23日（日）　東北歴史博物館　特別展示室

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

キーワード・タグ
検索も
できます

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

　第 44 号 国際交流

　テレビ・新聞では得られない内容で、ありがたいです。
� （仙台市泉区・61歳　M）
編：「まなびのめ」ならではの誌面づくりを心がけております。
　
　末松先生、石川先生ともに国際交流とは言わず「異文化間交流」「多
文化共生」という言葉を使っているということが、興味深く感じた。
外国の方々というよりご近所さんという感じでお話ししてみたく
なった（先生方のお話を読んで）。� （仙台市青葉区・46歳　F）
編：「ご近所さん」感覚でお付き合いできればよいですよね。
　
　これからの国際化、それぞれの国、人の事を知ることが大切だと
思いました。� （柴田郡柴田町・51歳　M）
編：まったく同感です。日本人同士でさえも、他人のことをよく知
ることはなかなか困難です。ましてよその国や人達のことなのです
から、何を措いてもまず「よく知ること」が必要ですね。
　
　Web版もあるのを知り、初めて見ました。
� （仙台市泉区・52歳　F）
編：Web版では紙版には載せきれなかった「学び」イベント情報や、
読者のみなさまのご感想と編集部からのお返事を掲載しております。
またWeb版独自コンテンツ「編集部だより」を約 2週間に 1度更
新していますので、ちょこちょこご覧ください。

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

7
JUL

8
AUG

参加体験記

8
AUG

9
SEP

「まなびのめ」第44号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

第44号

Q.1 　末松先生が担当する課題解決型プロジェクト授業のタイトルは？
 答え　「キャンパス国際化への貢献」

Q.2　「国際交流」から進んだ、より現状を表すのにふさわしい考え、言葉とは？
　 答え　「多文化共生」

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第 45 号・夏／「破菖蒲」（ha syōbu）

「まなびのめ」主な設置場所
「まなびのめ」紙版は、主に下記の場所で入手できます。見当たらないときは
お氣軽にお問い合わせください。
・宮城県内各大学
・宮城県内主な文化施設（宮城県図書館、宮城県美術館、東北歴史博物館、
　仙台市各図書館、仙台市博物館、仙台文学館、スリーエム仙台市科学館、
　地底の森ミュージアム、仙台市歴史民俗資料館、仙台市天文台、感覚ミュージアムなど）
・宮城県内主な会館（東京エレクトロンホール宮城、日立システムズホール仙台、
　トークネットホール仙台、仙台市戦災復興記念館、名取市文化会館、岩沼市民会館、�
えずこホール、白石市ホワイトキューブ、まほろばホールなど）
・主な市民センター（仙台市）、公民館（仙台近郊）、公立図書館（仙台近郊）など

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

8月24日（土）・9月7日（土）・21日（土）・10月5日（土）みやぎ県民大学
「災害・防災を知る〜様々な視点から〜」
（全 4 回）

宮城県図書館ホール養賢堂 50 名

10:30

▲

12:00（12:15）

Tel 022-377-8444宮城県教育委員会・宮城県図書館
http://www.library.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月24日（土）復興大学県民講座　復興の思想：復興に
対して個人ができること
講　師　沢田　康次（東北工業大学元学長・名誉教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月24日（土）復興大学県民講座　復興の思想：東北イン
テリジェントコスモス構想と東北の復興
講　師　沢田　康次（東北工業大学元学長・名誉教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月26日（月）〜8月29日（木）みやぎ県民大学「地球にやさしいエネル
ギーと環境・材料技術〜太陽電池・水素・
超伝導・植物の品種改良〜」（全 4 回）

東北大学金属材料研究所 2 号館 1 階 講堂 50 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-215-2184宮城県教育委員会・東北大学金属材料研究所
http://www.imr.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月30日（金）第 167 回サイエンスカフェ：超臨界で天然物が
お宝に？ 〜新しい食品加工と廃棄物処理技術〜
講　師　渡邉　賢（東北大学大学院工学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月30日（金）・9月6日（金）・13日（金）・20日（金）みやぎ県民大学
「ながれの科学」（全 4 回）
講　師　（東北大学流体科学研究所）

東北大学流体科学研究所 50 名

18:00

▲

20:00

Tel 022-217-5303宮城県教育委員会・東北大学流体科学研究所
場　所

主催者 問合先

定　員

9月  7日（土）復興大学県民講座　復興の科学技術：
東北地方太平洋沖地震の科学（1）
講　師　日野　亮太（東北大学大学院理学研究科・理学部付属地震・噴火予知研究観測センター教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月7日（土）・14日（土）・21日（土）・28日（土）・10月5日（土）みやぎ県民大学
「能と日本文化」（全 5 回）
講　師　（宮城教育大学）

宮城教育大学およびせんだい演劇工房 10-BOX 別館「能—BOX」 60 名

13:30

▲

16:00

Tel 022-214-3521宮城県教育委員会・宮城教育大学
場　所

主催者 問合先

定　員

9月  7日（土）復興大学県民講座　復興の科学技術：
東北地方太平洋沖地震の科学（2）
講　師　日野　亮太（東北大学大学院理学研究科・理学部付属地震・噴火予知研究観測センター教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月  7日（土）復興大学県民講座　復興の経済学：震災復興と社会・
経済政策—気仙沼線の復旧・復興にみる公共政策—
講　師　小祝　慶紀（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

16:00

▲

17:00

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

7月27日（土）宮城大学公開講座第 4 回：いつの間に変わったの？ 食べ物の安
全の常識！ 〜科学で分かってきた食べ物の安全のリ・ク・ツ〜
講　師　作田　竜一（宮城大学食産業学群教授）

宮城大学太白キャンパス 30 名

10:00

▲

11:30

Tel 022-377-8319宮城大学
http://www.myu.ac.jp/research/news/201949/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月27日（土）復興大学県民講座　
復興の社会学：学校で子供をどう守るか
講　師　田中　重好（尚絅学院大学特任教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月27日（土）復興大学県民講座　
復興の社会学：「想定外」を社会学的に考える
講　師　田中　重好（尚絅学院大学特任教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月27日（土）サテライトキャンパス公開講座：夏の怪談教室—怪異と幻
想の日本文学 vol.4 ②泉鏡花『天守物語』と魔界の水脈
講　師　深澤　昌夫（宮城学院女子大学学芸学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-279-4703学都仙台コンソーシアム・宮城学院女子大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月27日（土）復興大学県民講座　
復興の社会学：地域防災のための地理情報活用
講　師　小田　隆史（宮城教育大学准教授、防災教育研修機構副機構長）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

16:00

▲

17:00

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月28日（日）第 24 回日本在宅ケア学会学術集会　市民公開セミナー 1 「【鼎談】最期まで私
らしく生き抜くために、今から考えてみませんか。—仙台での取り組みから—」
講　師　宇都宮　宏子（在宅ケア移行支援研究所）他

仙台国際センター会議棟 2 階・橘 450 名

13:10

▲

14:30

Tel 022-717-7919第 24 回日本在宅ケア学会学術集会
https://jahc24.com/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月28日（日）第 24 回日本在宅ケア学会学術集会　市民公開セミナー 2　「孤
立とセルフ・ネグレクト　—身近な人の SOS に気づくには—」
講　師　岸　恵美子（東邦大学　看護学部）

仙台国際センター会議棟 2 階・橘 450 名

14:45

▲

15:45

Tel 022-717-7919第 24 回日本在宅ケア学会学術集会
https://jahc24.com/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月  9日（金）第 59 回リベラルアーツサロン：人間の
本性は善か悪か
講　師　齋藤智寛（東北大学大学院文学研究科准教授）

せんだいメディアテーク　1 階 オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月10日（土）しろ・まち講座「戦国大名伊達氏と寺社・
信仰」「伊達輝宗と家臣たち」
講　師　佐々木徹・黒田風花（仙台市博物館学芸員）

仙台市博物館 200 名

13:30

▲

16:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
https://www.city.sendai.jp/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月24日（土）宮城大学公開講座第 5 回：精神障害を有する人が
もっている力を活かすかかわり・看護ケアとは？
講　師　大熊　恵子（宮城大学看護学群教授）

宮城大学サテライトキャンパス（SS30　2 階） 30 名

10:00

▲

11:30

Tel 022-377-8319宮城大学
http://www.myu.ac.jp/research/news/201949/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

　奈良法隆寺には大昔にほんのちょっと立ち寄っただけで拝観もし
なかったので、釈迦三尊像に会いたくて出かけました。
　展示室に入るとそこは金堂が再現された空間で、お香の匂いが立
ち込めており、時折、法隆寺の僧侶たちでしょうか、圧倒的迫力の
声明（しょうみょう）が流れていました。入ってすぐ正面に三尊は
おられました。周りの壁面は、焼損（劣化）した金堂壁画十二面が
同素材で焼損前の状態まで復元されていました。どちらもすぐ間近
で見学出来ましたが、どこからどう見ても本物としか見えません。
別ブースではその制作過程の映像も流されており、興味深いもので
した。
　敦煌莫高窟で一番美しく、「美人窟」として有名な壁画がある第
57窟も印象的でした。保存のため一般公開が困難とのことで、ここ
で体感出来たのは幸運でした。特に正面の如来坐像の前に立つと、
ちょうど如来様から見下ろされる形で目と目が合い、「私の前では�
一点の隠し事も出来ないのだよ」と心の奥まで見通されている思い
で、自然に祈りの感情が湧いてきました。
　他に、アフガニスタン・バーミヤン東大仏天井壁画、北朝鮮・高
句麗古墳群江西大墓、マネやゴッホの油彩画、日本の浮世絵など、
約 70点のスーパークローン文化財が展示されていました。

法隆寺釈迦三尊像復元
� 「まなびのめ」編集部　佐藤　曜

「学び」イベントに参加したら
　　　　　　　　　  感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

。すまいてしち待おをトーポレや想感のトンベイ」び学「、たれさ加参が様皆の者読
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。




